
２０１７年７月 コープきんきギフト事業 お取引先様説明資料 

１．2017年9月以降提出の「店舗」「ギフト」仕様書が「ＣＫＮＳ」経由とな 
  ります。 
  １）2017年9月以降、コープきんきに提出される「店舗」「ギフト」の仕様書が、ＣＫＮ 
   Ｓ(コープ・カルテネットワークサービス)の管理に変わります。 
  ２）目的は、「仕様書作成者」「仕様書点検者」の作業軽減をめざします。 
 
２．今回併せて「ギフト専用画面の変更」と「添加物報告方法の変更」 
  を行います。開始は2017年9月1日以降提出する分からです。 
  専用画面のバージョンアップが必要です。 
 １）「作成者情報」と「提出者情報」の画面に分かれます。 
 ２）「作成者情報【新設】」では「□食品添加物自主基準のものを使用していません」 
   と「ＷＥＢ開示情報」欄ができました。(店舗・宅配と共通です) 
 ３）「提出者情報」では「取引情報【既存】」と「添加物情報【新設】」となります。 
   「添加物情報」は、今までの添加物報告書方式を変更し、添加物の使用目的を 
   選択する方式になります。選択ルールに沿って実施して下さい。 
 ４）コープきんきの食品添加物自主基準と適用食品群一覧（宅配）を、CKNSポータ 
   ルサイトの「公開ドキュメント」に入れますので参照して下さい。 



追加変更：コープきんき専用画面の変更と 
食品添加物基準使用制限添加物の管理方法変更 

～メーカー様、卸様～ 

2017年9月より、コープきんきの専用画面を変更します。 
使用制限添加物報告を廃止して、使用目的を選択式で選べる
ように変更します。 
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提出者情報取引情報画面 

【１】仕様書作成が製造メーカー様で 
 、生協提出がベンダー様の場合 
 
⇒①作成者情報は製造メーカー 
  様、提出者情報(取引・添加物) 
  はベンダー様が作成します。 
   
 ②提出者様がコープきんきに 
  送信してください。 
 
【２】仕様書作成と、生協提出が同じ 
 取引先様の場合 
 
⇒作成者情報、提出者情報(取引・ 
 添加物)の両方を作成し、コープ 
 きんきに送信してください。 

作成する画面が作成者と提出者
の画面に分かれます。 

 ■ギフトアドオン改修  画面の作成者が変わる～ 
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作成者情報画面 

提出者情報添加物情報画面 



 ■ギフトアドオン現状 ～作成者情報、提出者情報の切り分け 

 ：削除項目 
 

 ：作成者情報 
 

 ：提出者情報 
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 ■ギフトアドオン改修（案） ～作成者情報～ 

生協の食品添加物自主基準のものは使用していません 
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「生協の食品添加物自主基準のものは使用していません」のチェックボックスを用意します。 

「乳化剤」「増粘多糖類」の表示があったとき、その中に使用制限添加物が無い時に☑して下さい。 



 ■ギフトアドオン改修（案） ～提出者情報／取引情報～ 

取引情報 添加物報告 
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１）使用用途            ：入力を不可とします。 
２）添加物物質名      ：入力を不可とします。 
３）使用目的    ：選択式とします。使用用途、添加物物質名の内容によって、選択内容が変わります。 
※詳細については、４３ページ以降をご参照ください。            
 
※画面上には、対象の管理添加物を表示します。 
 ※行数の固定はありません。 

3 1 2 

 ■ギフトアドオン改修（案） ～提出者情報／添加物報告～ 
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 ■提出者情報／添加物報告 ～表示内容～ 

3 1 2 

１）使用用途            ：管理添加物表示に表示されている使用用途を表示します。 
２）添加物物質名      ：管理添加物表示に表示されている添加物物質名を表示します。 
３）使用目的    ：選択式とします。使用用途、添加物物質名の内容によって、選択内容が変わります。 
           ※「使用用途」が空白の場合は、すべての選択肢が表示されます。 
            別紙：使用目的の一覧シートの内容を表示します。 
 
管理添加物表示を参照し、別紙の内容に合致した使用用途、添加物物質名を表示します。 

※コープきんきの食品添加物自主基準と適用食品群一覧（宅配）を、CKNSポータルサイトの「公開ドキュメント」に公開します。 
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 ■提出者情報／添加物報告 ～データ作成時：管理添加物が存在する場合～ 

■管理添加物表示 

■添加物報告 

管理添加物表示と添加物報告の「使用用途」「添加物物質名」を比較し、処理条件（※１）に合致した場合 
 添加物報告「使用用途」  ：管理添加物表示の「使用用途」をコピーします。 
 添加物報告「添加物物質名」：管理添加物表示の「添加物物質名」に値をコピーします。 
 添加物報告「使用目的」  ：空白とし、プルダウンでの選択式とします。 
               「使用用途」「添加物物質名」の内容によってプルダウンの内容が 
               変わります。 
               ※用途名が空白の場合は、すべて表示します。 
※キャリーオーバー、加工助剤の添加物はコピー対象外です。 
※１ 処理条件 
   １：管理添加物が存在する かつ 
   ２：添加物報告の「使用用途」「添加物物質名」「使用目的」に値がない 
※きんき（・・・）タブを開いた場合もしくは、データ登録時に上記の処理を行います。  
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 ■提出者情報／添加物報告 ～使用目的の動作について～ （１） 

添加物報告の辞書（設定ファイル）に合致した「使用用途」「添加物物質名」が表示された場合 
  ⇒ 選択肢の絞り込みを行います。 
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 ■提出者情報／添加物報告 ～使用目的の動作について～ （２） 

添加物報告の辞書（設定ファイル）に合致した「添加物物質名」が表示された場合（使用用途がない） 
  ⇒ すべての選択肢を表示します。 
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 ■提出者情報／添加物報告～データ更新時：管理添加物に変更がなかった場合～ 

取引情報 添加物報告 

■管理添加物表示 

■添加物報告 

使用目的 

管理添加物表示に更新がなかった場合は、使用目的を初期化せず登録されている値を表示します。 

ｖ 
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 ■提出者情報／添加物報告～データ登録時：管理添加物に変更があった場合～ 

取引情報 添加物報告 

■管理添加物表示 

■添加物報告  ダイアログ表示が出ます。 

管理添加物表示に変更（順序変更）があった場合（使用目的が初期化される場合） 
 ⇒データ登録時、もしくはきんきアドオンを開いた際にダイアログを表示します。 
  使用目的の内容をクリアします。 

ｖ 

ｖ 
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  コープきんきからの指摘等で食品添加物の追加要請等があった場合 

ダイアログ 
 管理添加物が更新されました。     
 使用目的を初期化します。 

ＯＫを押して、 
使用目的を再選択してください。 



 ■提出者情報／添加物報告～データ更新時：管理添加物に変更があった場合～ 

■管理添加物表示 

■添加物報告 

管理添加物表示に更新があり、添加物報告の内容が変わる場合、使用目的を初期化します。 
 
例） 上図は、食用赤色106号の順番が変更 

ｖ 

ｖ 
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使用目的が初期化していますので、 
使用目的を再選択してください。 



■管理添加物表示 

■添加物報告 

添加物物質名に値がある場合、使用目的を必須項目とします。⇒必ず選択して下さい。 
 
※使用用途は、入力されないケースが存在するため、外しました。 

■提出者情報／添加物報告～データ登録、データ送信時：必須項目について～ 

ｖ 
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